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日本語 力
朝鮮語の境界とモンスーン ア ジア文化圏

一水源地形名ntlma<*nub(沼  泥 )の 「b― m」 音韻対応―

HP一 httpソ/笹age treett coFD/abeseiya/

安部 清哉 *

E―mailiaseiya@star odn nejp

The dlstributon of some M′ ords and the anthrop。 logy  phenomenon in he area Of ]vlonsoon Asia

was shown  ヽ Vith that, the necessity of the researches into WionsoOn Asian cultural sphere Mras

discussed That is, the large disthbutiOn of he H′ ord B′hich means sHralnp ttnub was shOwn here, in

addition tO ネllahdi and *sungwa Hrhich are ne example of a dlstribudon OF dle name of the ttver in

a climate region called wonsoOn Asia talcn up unti now By tllis,the possibilitt of a stlL sttatum of
old language in the ]vlonsoon Asia culttlral sphere increased more A/1oreDver, it 、vas pointed out also

仇at there A a ib―rll′ sOul■d corespondence in 」apanese, Chinesei Korean, and Ainu language in east

A3ia

<要  旨 >

ワード:モンスーン アジア文化圏 (the Moo帥n Asia Culttral Resio]),b一m交替形

(b一m altematio■patcem),河川水源地名 t the place nalnes of waterttwses), 音韻対応

(a sound cOrrespo■dence),言語地理学 (ge01inguistcs)

―― [numa](沼  池 )は 、果たして何語か ?― 一

① 「新羅国に1つの沼有り。名は阿具奴摩 [アグヌマ]<阿 より下の四字は音を以ゐよ>

と謂ひき。」『古事記』中巻

② 漢山州 「内米忽 (一云池城、一云長池」 (「内米」は、 「長い池Jか沼か、それとも,毎わ→
『王国史記』巻第37雑 志第6地理4高句麗 (漢山州は新羅時代の州名。今の広州)

o_プ ロローグーー 「
数摩」 (ヌマ)い う 「

新羅」地名は、何語か ?

上記①の 「アグヌマ」を、岩波書店の旧大系本では、下のaのように 「ヌマ」のみ日本語ととる。一

方、小学館1日全集本bは、アク
｀
ヌマ全体を禾詳とする。

米学習院大学文字部 教授
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◎ a「 アグ沼。アグは朝鮮語か日本語か不明。」旧 『日本古典文学大系』頭注

◎ br名 義、所在とも未詳。」 旧 『日本古典文学全集』頭注

「奴摩」は、直前の本文にある 「沼」の日本語の訓ヌマと確かに同音ではあるが、 「奴摩」のみが日

本語として記された明証はない。 「四字は音を用いよ」とあるから、少なくとも、書き手は四字をもって固有

地名と扱ったと解釈するのが 自然な解釈であろう。 「阿具沼」ではないから、新羅固有名詞アグに日本

語ヌマを付した全時の混成複合語である、とは直ちには断しがたい。全集本のように、全体として固有名と

して考察しておく余地があることがわかる。では、この 「
奴摩」は、果たして偶然 日本語ヌマと同音であっ

た「
新羅語」なのだろうか。

はじめに一一モンスーン ア ジアMA諸 語の分布

日本語にある古層語に属すると考えられる単語を、言語学的に近隣言語に探っていくと、思いのほか多く

の周辺の言語、しかも近隣ばかりでなくかなり遠方の言語にも、関連性が認められる単語が見出せることに

気付く (参考文献の安部1997以降のlllll論参照)。 しかも、そのような言語は、従来の研究のように、間

題とする1単 語につき1言 語にのみ同源語がある一一つまり、A語 は韓国語、B語 は中国語、 C語 は

オーストロネシア語に同源候補語がある一一というのではなく、 1語 ごとに同源と思われる語形が、周囲の

いくつか複数の言語に同時に見られるのである。そのような指摘はこれまで皆無ではないが、ほとんど顧みら

れることはなかったと言ってよい (この現象を指摘し、慎重にかつ無理のない考察で注意を喚起した先行研

究として、ここでは鈴木秀夫1987のみを挙げるに留める。それよりも範囲は狭いが、デ近年の村山七郎氏が

アイヌ語と日本語とオーストロネシア語を同時に指摘するものなどもそのようなものに合められるが、それら新し

いものについては機会を改めて触れたい。)。

筆者も、そのような現象に気付き (あべ19974),一 連の拙論 (安部2001.8、2003.3、20037、

ABE2003 7ほ か)で 、 日 本語の河川地形名 (ナイ サ ワ)が 、モンスーン ア ジア地域 (Monsoon

Asia Region,=MA)に 広く分布していることを指摘した。また、それによって、河川地形名の研究が、

欧州やシベリアでの研究と同様に、MAの 言語史研究に有効であることも合わせて示した。河川名の研

究が有効であるのは、人類の生存に不可欠な水の供給源の名称であるからと考えられる。水源であるとい

う点から考えると、河川だけでなく、湖や沼 池 、湿地などの名称も、同様に言語研究に有効であること

がわかる。

また、河川名ナイの研究によって、MA領 域には、下記のような多くの文化的共通性が指摘できること

を、おそらく世界的にも初めて明らかにした (後掲地図参照。関連地図の一部は安部 HP参 照)。 その

文化的諸特徴の背景には、モンスーン (M)気 候という気候学上の共通特徴が指摘できるから、この領

域の文化的共通性は、Mという気候によって、極めて長い期間に亘って形成されてきたものと考えられる。
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そのような、共通性をもつ文化領域という解釈に立ち、筆者はこの領域を 「モンスーン ア ジア文化国

Monsoon Asia Cultural Reglon」と名付けた(安部20037、安部20047)。

くモンスーン ア ジアMA領 域の文化人類学的諸特徴》

(後掲地図①～⑬と対応する (番号lld序前後あり)。 ①の分布図は安部2004.12参照。 《I》番

地図は河川名*nal■d、 《IE》番地図は同じく来seDwaの分布地図。安部HPも 参照)

① 「類別詞」Classinersのアジア 太 平洋での分布範囲

②気候区域としてのMOnsoon Asia

③アジア 太 平洋における夏季 (7月 )の 降水量100ミリ以上の領域

④アジアのchOpplng tools(打製石核石器群)の 分布領域

⑤ヤムイモ (温帯種 熱 帯種)の 分布領域

⑥サトイモ科の分布領域

②酒類分類における麹発酵酒十唾液発酵酒の分布領域

③トラの本来的生息地域

③アジアの植物区系

⑩中国の農耕領域

①オーストロネシア語の源郷と拡散地域

②ハツカネゾミ(キャスタネウス型、Hbb d型 を含む)の 世界的分布領域

①東洋における神話の類型的分布領域 (フロベニウス1938、安部20鍛 盟で追加)

⑭MA海 域におけるタカラガイ (宝只)類 の分布領域 (白井正平1997、安部200412で追加)

本研究では、これまで取り上げてきた河川地形名の

I、ナイ<*nalldi(日本語、アイヌ語、韓国語ほか)[安 部2001.3,安部2003.7,畑3E2003.7]、

II、サワ<*s00wa    (日 本語 *河川湖沼沢湿地、オーストロネシア語*suttayザ||、アイヌ語sar

sa事原沼沢湿地)[安 部2004.5日頭発表,安 部2004.7]の続編として、 3番 目の水源地形名として、

IElヌマを取り上げる。そして、日本語、韓国語 北 朝鮮語 (以下、合わせて朝鮮語とする。補記参

照) ア イヌ語のほか、モンスーン ア ジアMA諸 言語の関係と、これらの諸言語の 「境界」の問題に

ついて考えてみたい。

2_日 本語のヌマ ヌヽバ

2-(1).日 本地名におけるヌマの分布と古さ
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ヌマ沼は、上代文献に既に例がある古い語形である。西 (奈良時代の万葉集)で も使われた。一

方、地名における分布は、北関東 新 潟以北の北東部に偏る (地図参照、鏡味完二19硝)。 そのヌ

マの西側にはイケ池 (語源 「★生ケ」=岩 波古語 森 重敏)が 分布し、ヌマとイケとは相補的分布をな

す (その境界線はほぼ 「
奥東京湾一柏崎線J安 部2003,7と重なる)。 イケは、地名としての偏りや潅漑

用水としての発達 (「耕作の用水池」
F時代別国語大辞典  上 代編』)や 、他の同様の地名分布

(タニほか安部20033、安部20備.7参照)か ら見て、新しい段階の語形であり、一方、その北に残存す

るヌマは日本語として相全に古い語と考えられる。

2-(2).ヌ マ沼と枕詞ヌバタマ (黒玉 泥 玉)

日本語ヌマの同源語を近隣言語に探す前に、 日本語内部での 「内的再構成」 (安部2004,7も参

照)に よつて、具形態や祖形を検討しておきたい。

まず、上代には一音節ヌもあるから、ヌ>ヌマが推定されているが、その場合のマは未詳であった。

ところで、枕詞ヌバメマ (黒 闇 に懸かる)の ヌバとヌマとを同源とする説がある (佐竹昭広1955)。

佐竹氏は、ヌバタマは黒玉と同意で使われた語で (上代に自玉はあつてもクロタマは無く、ヌバタマの

み)、 ヌバには黒の意味も含まれ、このヌバはb一 m交 音をなすヌマと同源で、 「濁って泥深い気持ちを

たたえているもの」がヌマ ヌ バの本来の意とされた。佐竹氏は、沼などの泥の視覚的印象が 「黒の色名

と化」したとする。この佐竹説は 「ヌバ=黒 色」の有力な語源説の一つで、 『時代別国語大辞典  上

代篇』に 「古代の色彩名に黒をあらわすヌバがあったことを推定する説もある。すなわちアイヌその他の諸

言語における色彩の命名法を参考にして、沼―泥一黒という意味変化が想定されるという。Jと引かれる

「説」である。後に検討する近隣言語の語形から見ても、この佐竹氏の解釈は妥窒なものと考えられる。

この枕詞に残るヌバを古い語形と考え、それに、濁音の前の入り渡り鼻音を考慮して語形変化を推定する

と、次のような語形変化が考えられる。

◎ 米numba > nuba> numa(日 本語、ヌマ)、

これらにヌを力口え、ヌマの関連語形は,米nmba、 nuba、nRlllla、nu(ネnub:1))となる。また、意味的

には<沼 一泥一暗黒>それぞれを表す単語が調査対象範囲となる。

1)ヌ  ヌ バ ヌ マという異形態 と、古代日本語における閉吉飾語の可能性 も視野に入れるなら (さらに後述の韓国

語 ア イヌ語 も考慮するならなお一層)、 *nubヌ>米numbヌ (>*numヌ >nuヌ )>numbaヌ バ(>nubaヌバ)>

numa(ヌマ)というiに!L関係と考えられる。これらからは、 日本語のヌもキnublこ逆 り、朝鮮語 ア イヌ語と同源の

ir能性の高しヽ市い形態 と考えられる。 (本nub>nup韓 国語 ア イヌ語)。 (あるいは、ヌにはこれとは別に 「ヌ

タ ニ タ (lPL 湿地)Jな どのネnutが関わった可能性 も残る (と4参照)。
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〈沼沢湿地一泥土〉の意味的連続の普遍性

佐竹説の妥窒性を補強する意味で、 く沼―泥〉の意味的連続性が特殊なものではないことを確認して

おきたい。オーストロネシア語族 (AN)の 以下の語においても、同じ語が泥と沼の両義をもていることが

広く確 認 できる。 オーストロネシア語 (AN)の 語彙集 C A D1995の 「01.214mud」 (泥)
「01 380swampJ(沼 沢地 湿 地)の 意の項 目には、 「泥一沼J両 義をもっている言語 (大文字)

が多く報告されている (下記では個 々の単語は省略し注記のみ引用する)。

0 1  2 1 4  m u d   B U R U  m u d , s 、v a m p

T A K I A  g e o ― g e o  ( c f  g e o  0 1  3 8 0 s w a r n p )

MOTU mtld,swamp

01,380 swarnp  BAL INESE  deep mud,as in貞 cずield

A D Z E R A  m u d

LEヽ VO  mud h01e

このような 「場所 自 然地形⇔そこによくある事物」という関係がある類似する意味的連続は、ほかにも

認めることができる。例えば、日本語のサワ (スガ)に おける 「小川 沼 ―砂 砂 洲 ( 章 原 草

原 原 野=ア イヌ語)」 (安部2004.7、安部200412)、 日本語方言のクロ (グロ)に おける 「畦畔―

叢 植 込み 茨 」 (安部2005印用」中)な どである。意味的連続性の普遍的パタンとしても注目される。

◆ 意味的連続性の共通パタン

語形   「 自然地形 場 所一

ヌマ

サワ

クロ

「
沼

「/1ブヽ||
浴
材
匁

「畦畦  ― ―一一

そこによくある事物」

泥」 (安部、本稿)

砂 砂 洲1 葦 原 菅  草 」

石草などの堆積物 植 込み

(安音呂20047、 安部2側 .12)

叢 茨 」 (安部200bE口刷中)

沼沢 ― ―

〈沼―泥 ―
暗黒〉のアジアの言語 ――

朝鮮語、ツングース諸語、

モンゴル語、チベット語

上記 2-(1)の 意味 (沼一泥―晴黒)の 語形を近隣言語に探してみることにしたい。まず、既に佐

竹19踊によって朝鮮語、モンゴル語、アイヌ語が指摘されている。佐竹氏の論文は、本来色名の研究とし

てクロ以外の黒色ヌバを明らかにする目的で上記言語を挙げられたものだったが、その該博な言語知識

は、水源地形名ヌマの研究への道標を示された。その重要性はこれまで長く埋もれ忘れられていた。以
~ド

、 打原に掘り起こして検討してみたい。
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3 - ( 1 ) .韓 国語 (朝鮮語)の nI I I p (沼)

佐竹195 5は、 日 本語ヌバ ヌマの同源として、現代韓lIH語 朝 鮮語ntH p沼を挙げられた。この対応

は、既に古くから白鳥庫吉189 8、大野晋195 7、Ma r t i n 1 9 6 6、末敏199 9ほかによっても指摘されている

が、ntL I p以外に次の語形を考慮する必要がある 〔以下、朝鮮語の場合、印刷の関係で、Luをnupで表

記する場合がある)。 これら3語 形は、上記推定語形に酷似する。

①n口 p 沼 現 代韓国語 (朝鮮語)

②numa(奴 摩)済  古 代新羅地名 (『古事記』)

③*nuami(Or,米nai ml)(内米)沼 池  海  『王国史記』巻第37雑志第6地理4高句麗

②は冒頭の F古事記』の十列を仮に新羅固有語と見た場合である。

③は確実な事例ではなく、いささか辰いとが必要であるがここでは簡略に記す。

『=固 史記』の景徳工改称地名に 「内米忽 (一云池城、一去長池)」 の併記がある。 「海」の漢字

があるにも関わらず 「池/辰 池」とした意訳の背後には、 「内米」を 「沼=長 い (大きい)池 」と解釈

した可能性を読み取ることができよう2)。その③の語形は、朴柄采 (1968)に'『内米』の中古漢音は

nuai mieiであり、国語 【注i韓国語】漢字音はnaimiと推定J(原 文の韓国語を拙訳)するが、

)“nua―miなども推定可能であろう(藤堂明保 『漠和人辞典』での中古音は、内nuOittmel)。

いずれにせよ、これらからは、難国語 朝 鮮語にも、 日本語nuba、■umba,numa、lu,に酷似する沼

2 )こ の 「
内米」にはもう一箇所、巻35に同様の故称地名があるが、そちらは下にど1用したように明らかに 「海ふ と取

れる。その例の存lttから見ても、この劣該箇rl(巻37)で の海の可能性を完全に否定することはできない。一方、

その■!能性とは別に、①巻35の例のように 「
海Jの 漢字がありながらやや意味の違い 「池/長 池」を敢えて逮んで

いること、② 『古事記』の新羅地名num aが あること、③本文に挙げたように、モンゴル許nam u g湾やチベ ット語
′
dam沼 など、近隣にm話 杉をlfつ 「汀」があること、④ 古代日本語にnum aがあること、⑤MA械 1域、特に束アブ

アにはナィ サ ワ ニ タ ク ロほかの水源地形名には連わ七性が強 く認められること、などから、 「
内米」を、海で

はなく 「沼沢湿地」の意で使用 していたような用法が、例えば韓半島 (朝鮮半島)の 南 (新維)の 「方喜J(例 え

ば 中num e iなど)と して一-7毎の意 をはまた別に一一 「併fJ」した益然性 も決 して低くないと考える。

海と解駅されたもう一箇所の例は、 「渡州/瀑 池群。本高句麗内米忽邪。景徳工改名。今海州。」
『‐:口史記』

巻第35雑志第 4地理 2高 句麗 (「漢州は本高句乾漠山帯」)の 例である。 「深池Jは 意訳すれば 「木が立つ池Jで

あるから、波の立つ海であろう。 「海州」の字 もあり、ツングー ス語の 1つ ウイルズ語にnam uれ があることなど

から、ここでは同じ 「内米」の意味が 「海」の理解であることはまず碓夫であろう。

なお、韓阿の研究者である朴柄禾 (19 6 8 )では巻37の例を海と取 り、都守熙 (19 7 7 )来敏 (19 9 9 )は共に、巻35

巻37の2固所ともれとしていることは :‐分考慮したが、それでもL記の可能性はなお残っていると解釈される (付

言すれば各氏ともH木 〒iのナ ミ波を同源 として引 くが、 日本人の話感では両者の関係はやや違い。日本語ナ ミはむ

しろ動詞ナム (並、四段)の 逆用形名 41化したもの (並んだものの意)と 考えられる (サミ波 <並 ミ、家並み 並

木などと同源)。

柿足すれば、一方で、モンゴル語nam u g沼 とツングース諸語nam uれの話形と意味の近さは、この領域における

〈ヤ宮一海)(湖 池等 も含めた 「大きな水溜 り」の意味で)の 意味的連続性や意味的木分化の状況をjlt定させる。そ

れを考慮すると、朝鮮語 「
内米Jも 、 「広 く多くの水がはえられた場所」というこの領域の古い祖語の意味が、一

方 (一方言 一 言語)で 「海」、他方 (他地域 他 言語)で はたまたま 「沼」という、 2様 の意味で記録されたと

いうことを示しているのかもしれない。
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関連の語彙があったことがわかる。

3-(2).モ ンゴル語、チベット語、ツングース諸語、ムンダ語

次に、モンゴル語、チベッヽト語について見てみたい。佐竹1955は、 「蒙古語」の沼としてnagur,noorを

挙げている。しかし、これらの語形はいずれもまだ確認できていない3)。一方、沼沢 泥 津地として次の

[narl■llg]を得た。

◎A「 HAMAF[namug][名 1沼 沢、泥淳地 ;深みにはまること。」」ヽ沢重男

(1994)『現代モンゴル語辞典改定増補版』大学書林

◎B「 HAMAF nmarsh,swamp,bog(名 )沼 地、湿地」D T6 mb ttOgoo(1979)

『現代蒙英日辞典』開明言席

母音一a一uが、numaと は逆転してお|)問題があるが、 母 音転倒という解釈の余地もある。さらに近

隣言語を検討すると、チベット語に類     似 する次の 「沼 泥 」がある。

◎C「 沼 marsh ′ dam('dam)〈 沼地〉」

◎D「 泥 mud  へ dzab(rdzab)く 泥〉」北村市 長 野泰彦 (1990)

『現代チベ /ヽ卜語分類辞典』波古言院

これらは、語頭のd― n交 替語形 (語中はm― b交 苦形)と見ることができるから、第 1音 飾母音 a

の上記モンゴル語namugと 同源である可能性が高い (nam～ >′dam *dab)。

さて、このようなnam～  dam～ (沼 泥 地)の Tr在を見ると、以下の先行研究の挙げるツングース諸

語 (ウイルタ許、満州許、ゴルジ許、エウェンキ語、ラムート語)の 「海」を表す語形にも目を向ける必要

があることがわかる。 (先の高句麗地名 ド内米」の海の意が、以下のツングース諸語と同じである点

も、高句麗語の系統と関わって興味深い。)

◎E「 narllLl s.[aCC namm00]うみ (海)一 sea」 池上二良 (1997)『 ウイルタ語辞典』

◎F「 Ma Gol.  narnu,Ev.lamu<ネ namu【sea′」Ma.満 州語、Golゴ ルジ語、Evエ ウェンキ語。

本卜文丙デK (1968)

◎ G「 Tung.namu(海 )J者 卜守熙 (1977)

◎H「 Lam、 nam(海 )<*namus」 Lam.ラ ムート(エウェン)語 、宋敏 (1999)

語形は、nam～ で共通している。意味は先の沼と海との相違はあるが、河川湖沼沢湿地泥津地を表

3 )佐 竹氏が、語】レのやや異なる 「
蒙古語nag u r」を挙げた理1竹は説明がない。一方、類似する語形 として、チベット

語 「早いJカギ得られた。nag u rは、いずれかのモンゴル語から得られた F早ぃ」の例として挙げたものであろうか.

◎ 「黒い bl a c k  ′ na g o～
′
nag b o ( n a g  p o )〈丹い〉」北村甫 長 野秦彦 (19 9 0 )『現代チベ ↓ント辞:分類辞典』

汲古善院
「蒙古語nag u r」にせよ、このチベット語にせよ、この話酢nag一の語形を、これまでのものと同列にIPLうには門笹

がある。一方,中lI語 「・克卓 (γ卓、三水に卓の字、泥の意)nЭg」
「浮nie n g」、その n~d交 替形と考えられる

「(泥を)と  da g」 、チベ ント語 「′
dag b a (′da g  b a )泥」や、タイ語 「nヤゃoO沼Jな どを得ていくことによっ

て、これらに共通する[na g , d a g ]等の語形を、広 く検討する必要があることがわかる。
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す語形は、広く水源関係の意味で使用幅があることが少なくない。171えば、先の佐竹氏の解釈やオースト

ロネシア語で見た 「泥一沼」の両義性もそのようなものである。 日 本語サワ (果形態スワ シ ガ ス ガ)

は小川 谷 (川) 消 沢湿地のほか、湖 [訓訪 (湖) 琵 琶湖のある滋賀 (県)地 方]の 意をも

つ。このように、川 池  沼  湖  海 などには意味的連続性が認められる。因みに、地理的に少し離れ

るが、安部の研究で問題としているMA領 域内のタイ語でも、namは ゃはり水に関わり、 「水、液体、

川」という広い意を持つ (松山 坂 本1978『タイ語基礎1的0語』大学書林)。

これらからは、何らかの水源を表す祖語(ネn～m～ )から 「沼Jと
「
海」の意に分化している可能性は十

分に考えられることがわかる。あるいはまた、 下 記ような沼から海への語形変化、あるいはその逆を想定する

ことも可有旨であることになる。

◎ numa 沼 地 湿 地 ⇔  namu～  沼 沢湿地 泥 津地 ⇔  namu海

ここでは、海の意の語形は、沼語彙とはひとまず別に扱っておくことにしようと思うが、それらの語も、形態

的にも意味的にも関連する語彙であると言えよう。

なお、地域が離れていてまだ 1語 形のみしか確認できていないので、ここでは補足的に紹介するに留め

るが、次のムンダ語の語形がある。ムンダ語は、MAの 西側にあつて河川名ナイでも類似語形が見られ

た言語である。ヌバタマと同じヌバの語形で、意味的に連続する く晴い 黒 い (dark)〉の語形が見出

せる。

◎ I「 Nuba― 一一darkJ 『 httundatt English Dictiona呼 』        ゴ

中間の東南アジアは未調査であるが、ムンダ語はドラヴィダ語より古いインドの上着の言語で、無アクセ

ント言語でもあり、執筆者はドラヴィダ語より注 目している。MAの 西側の言語にも目を向ける必要があるこ

とが、河川名語彙ナイ サ ワある同様に、この沼語彙でも指摘できるのである (saba小川がムンダ諸語

の 1つサンタール語にある)。

3 - ( 3 ) アイヌ語

次にアイヌ語を見る。佐竹1955は、ヌバメマのヌバが黒 泥 の意をもつ傍証として、最初にアイヌ語の次

の語群から、語幹 ネl■up(*泥  濁 水)を輸出してみせた。

◎F「 アイヌ語 語 幹*nup(*泥 、濁水)

nupur ka (形 容詞, 黒くする)、

n u p k i (泥だらけになる、濁水の如く濃厚なる)

n u p t t  a t ,■u p k l  o t (泥だらけの)
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nupur(黒 い、濃厚な、濁った、暗い)

服部四郎
『アイヌ語辞典』にも、 「濁る」として諸方言の 「ndpkiJが 挙げられている。佐竹氏のこの

*nupの 推定は適切と思われる。さらにそれを補強する語幹の解釈に、 「nu一p  泥 炭の原野」 (片山

竜峯1993『 日本語とアイヌ語』)を 見出した。片山氏によればアイヌ語nupは、泥だけでなく「泥炭の原

野」つまりほとんど湿地と同意で解釈できることがわかる。

このアイヌ語の語形米nupは、朝鮮語nlu pと ほぼ同形である。泥と沼との意味的近似は 2-(3)の

ように諸言語に見られたから、アイヌ語の 「泥 濁 水」
「泥炭の原野」もほぼ 「沼 湿 地」と同義と見さ

せよう。また、アイヌ語 朝 鮮語の 2言 語の歴史的関係と生活に必要な水源語彙という性格から考えて、

単純なる 「借用」説も成り立ち難い。これらから総合し″て、アイヌ語 *nupと韓国語nLII pとが同源である

蓋然性はより高まったと言えよう。

加えて、多くの先行研究も指摘するように、 日 本語numaと 朝鮮語nlII pが 同源であるとすると、 日本

語 朝 鮮語 ア イヌ語は、沼語彙 (*nub)を 共有していることになる。これは、ナイ(ネnahdi)の場合の安

部の指摘に次いで、系統不明のこれら3言 語の間での2つ 目の河川名の共有を初めて指摘した解釈となる。

日本語と韓国語 (朝鮮語)

3章 まで、MA文 化国諸言語に認められる 〈沼一泥―晴黒〉の意味の単語分布を見てきた。ここで

一旦、 日 本語 韓 国語 (朝鮮語)に ついて振り返り、冒頭のアグヌマの出自について考えてみたい。

まず、 日 本語では、numaよりも、独立用法がなく意味不詳になっていた枕詞のnubaがより古そうであ

る。また、隣接する韓国語と列島北部に連続するアイヌ語nupとは、次のような派生関係を考えることで、そ

の同源の派生関係を位置付けることができる。このように見ると、 日 本語で古形とも見られる一音飾語nu

も、この *nubが語源とも解釈できることがわかる。

③ *nub (>nupヌ ), >numbヌ  (>米numヌ), >ntulbaヌ バ (>nubaヌノミ)、 >numaヌ マ

それでは、冒頭に取り上げた①アグヌマは、これらの解釈を踏まえるとどのように位置づけられるであろう

か。次の諸点から見て、韓国語である可能性も十分にあると解釈できよう。

(1)韓 国の近隣言語に、母音こそ違うものの子音 「n(d)～m～ 」をもち 「沼沢湿地 泥 土」 の 意

のモンゴル語 チ ベット語がある。これらからは、新羅語が、現代韓国語nup と異なる～m～

をもっていた可能性が考えられる。

(2)現 代韓国語nupの p音 がどの地域の発音を伝えるものかは未詳であるが、安部

20018、2001.11'ユかに挙げた韓半島 (朝鮮半島)に おける南北での方言境界線  (MA中 央 気

候禄)で は、 日本語 中 国語と同様に、北の p bに 対して南でm  が 現れる可能性が指摘で
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きる。それゆえ、 日 本列島上の 「】ヒnup(ア イヌ語〉

部のnup(現 代朝鮮語)に 対して南の新羅語 (方

i乳い。

( 3 )冒 頭②に引用した 『三国史記Jの 「内米」 (?* n u a m i , * n a i m i )と改称地名 「池/

長池」との対応からは、 「内米」はnum i ,あるいはまた、nam u g (モンゴル語形) な ど

に近いmの 方言語形を表す可能性がある。そのm形 は、海に限らず沼などを

での水源語彙であったと考えられる。

含む広 い意味

以上 3点 から、冒頭①のアグヌマのヌマは、朝鮮語の一方言としての新羅語 (方言)で あった可能性

もあり得る、と考えられようり。

ところで、日本語 ア イヌ語と大陸の語形との関係について、佐竹氏は 「日本語もアイヌ語も等しく大陸

から各自別途にこれを借用したのであり、両者に直接の桐互関係はないと考えられる。」 (下線引用者)

とされた。

河)|1名は、ヨーロプヾ (Krahe,H,1926)や シベリア(Schostakowitsch、 W.B1954)で の言語史研

究でも指摘されてきたように、極めて重要な語彙であり、古い言語分布を投影する性質が指摘されている

(詳しくは、安部20018、 ABE2003 7参 照)。 また、水は、人類の生存に関わる必需品で古くからの日

常生活語彙であるから、借用の多い文化語彙とは共なって、簡単に借用が行われる語彙とはみなしにく

い。そのような語彙を、沼も湖も実在した日本人とアイヌの人々が別途に大陸から 「借用」しなければなら

ない状況や段階とは、いったいどのような状況や歴史的時代を想定することになるのであろうか。例えば相

合に古い時代となれば、 「借用」という表現が通切かどうかという問題にもなりそうである。また、ヌマだけ

では足りず、ナイ (川)や サワなど河川名をいくつも別途借用したということになるのであろうか。

ムンダ語 (nubaく dark〉 )が 見られたのでもわかるように、ヌマ 1語 で 「借用」か、あるいは、 3言

語間のみでの同源か、などの結論を急ぐ前に、MA領 域での他の多くの単語の分布を、今後さらに研究

していく必要があると考える。

5、東アジアとこおける言語境界線上の南北音譲対応の法則 「ネb p― m」 対応

さて、 日 本語 朝 鮮語 ア イヌ語の 3言 語に、同源の蓋然性の高い語形*nu  b認めた。 3言 語の言

語系統論上の系統 (無関係)を 捨象し、各語形の地理的分布に着 目するとさらに興味深い傾向が指摘

できる。

韓国語nupの p音 の地理的由来は未詳であるが、仮に北部の方言音とする。rfhの新羅語num aは m

4 )こ のことは、賢明な方にはお読み取 りいただけるように、 (アグ)「 ヌマJが 日本語とは決して解釈できないとい

うことを意味するものではない。 『古事記』の新羅地名に言語史学的にどのような解釈の余地があるか、その看過

されていた解釈の可能性 を示したtどのである。

南  n u m a (日 本語)」 と同様に、北

言)音 で* n u m～ n u m aが 現れる蓋然性が
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音である。その 「北―南Jの
「
p一 m」 は、 日 本列島における北のアイヌ語nup、南の日本語numaに

おけるp一 mと対応していることがわかる。

しかも、この北南での p一 m対 応は、安部 (19999,20003修正)で 示した東アジアの南北普韻対応

「北b p一 南m」 とも一致している (表1参 照)。 (日本語のヌバのb苦 も、mに 変わる前の古い日

本語音)5)として考慮されるが、いま音声的に近いpの 異音とみなせること、また、安部19999では 「
北

b pJと 北方の特徴としているので、表のように、北方音として位置づけておく。)

【表1  く沼 泥 〉に見られる [b p― m]の 東アジアの南北吉韻対応の法只J】 (※は推定位置)

音韻期応 牛島部 列島部
大F■_部 [中囲語否定詞]

(橋本寓太郎1978)

北方音

南方音

ｐも
　
　
ｍ

朝鮮語※nup

(判断開軽編3

新羅語 ntlma

アイヌ語

(ロイギ吾

日はヽ吾
叩
一．」、ｍ　ｍ

不*piu3(g) 弗 ネpiuOt  り卜piuo(d)

無t44111iuog   勿*n■tlet  lktrrllu3(d)

破裂音

鼻 音

「MA中 央気候線」 (安部19鉛.9)の南】掛こおける東アジアの音韻対応の法則 [p b― m対 応])

―半島部の言語 (朝鮮語)とダJ鳥音にの言語 (日本語)とが、 「*b p一 m吉 韻対応」をもっている

ことがわかる。この南北の境界線はほぼ 「MA中 央気候線」 (安部200111、安部2002.11,10)の位

置とみなすことができるから、新羅語も含めた4言 語の地理的位置関係が、。こが対応を形成している1つ

の要因であることを併せて示している。この表は、語形と位置との対応を同時に示している点で、アジアの3

言語以上にわたる体系的 「音韻対応」を示した、おそらく最初の研究であると思われる。

さらに興味深いことに、この 「*b p― m音 韻対応」は、中国語方言に見られる南北の方言音対応

とも並行していることに気づく。中国語の北方方言音b pが 南方方言音皿と対応することは広く知られて

いる (例えfゴ、 「馬」
「猫」のb― mな ど。これは日本漢字音の漢音 呉 音におけるb― m対 応にも

投影している)。

中国語では、沼のネnubに対応する語形はまだ見出せていないので、いま、橋本満太郎1978が挙げる

「否定詞Jに 体系的に現れるp一 m対 応を、表1右側に併記してみた。これらの境界線も同じ 「MA中

央気候線Jの 位置であるから、大陸部 中 国語の p― m対 応は、列島部 半 島部の対応と同じ地理

的背景をもつ現象と解釈できる。

以上、半島部 列 島部の単語と、大陸部の単語は同じではないが、上記 5言 語のb p一 m対 応

を、東アジアに認められる広義の 「
音韻対応」として、具体fTlをもって初めてここに示した。

5 )日本語に,よ、いわ4 1るb一 m交 皆の中でも古い吸陪のb→ mへ の変化傾向が推定され、

のの 1つ と位置づけられる。例えば、ベー (牛の泣声、参考ベヨ)→ モー (方言分布)

(方言分布)、 ポリ (森)→ モ 1 )などロ

ヌバ→ ヌマもそのようなも

、クポ ク ブ(蜘味)→クモ
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では、なぜこの位置に上記のような対応が生じることになったのであろうか。それについては、安部

(19999、20003修 正)で 示した他の南北音韻対応とも共通する音声的傾向 (破裂音一
鼻音)を もつ

こと力も推して、現在、気候の影響を要因とする発音の相違 (鼻腔一 口腔呼気比率の相違)という見通

しを持って調査と考察を進めている。詳しい解説が別に必要であるが、これらの研究は、機会を改めてlFR

次取り上げていく予定である。

6、 おわりに一―モンスーン ア ジア諸言語の記録保存と研究 学会

日本語、韓国語 (朝鮮語)、 アイヌ語を中心に、MAに おける 「沼沢湿地一泥土一暗黒」を表す

米nub nupを 見てきた。このようなMAに おける広域分布を示す事例は、これまで取り上げた米nahdi,

*sutt waについで 3語 目になる。

今回は詳しくは取り上げなかったが、この他に同じく「泥一沼沢湿地―暗黒」を表す米nitが、 画本語 中

国語 アイヌ語 ムンダ語などに確認できる6)参照)。さらに、◆注3に挙げた語形来nag～も考慮する

と、MAに は語頭 [n～ ]を共有する 「沼沢湿地―泥土一時黒」を表す語彙が広く分布していることが

わかる。また、5章の表 1で、東アジアにおけるある種の 「音韻対応」を初めて具体的に提示した。

これまで、本研究のように、同時に4言 語以上の複数の言語の語形を、広域を視野に入れて比較L/た

研究は必ずしも多くはない。ユーラシア大語族説やノストラティクス論を別とすれば、このアジアではアルタイ

許とAN語 との同時比較くらいであろうか。これら水源地形名の事f71からも分かるように、このアジア言語

研究にとっては、今後、MA文 化園における 「面的」な広域言語比較を、優先的に検討していく必要が

あると考える。

一連の本研究によって、アジアやMA文 化圏においては、これまでのような、A言 語とB言 語の単語の

みを、点と点をつなぐように比較する 「単線的」比較言語学的研究のみでは、系統論研究としては、もは

や不十分であることが明らかとなった。これからのアジアの系統論研究は、MA領 域を視野に入れ、単語

分布を 「L8~的」に 「言語の分布層」として取り上げていかなければならないだろう 〔安部2002.5)。その

意味で、東アジアやモンスーン ア ジアの言語史研究は、新しい段階に入つたといつてよいだろう。

このMAの 言語史研究は、日本語研究者、韓国語研究者だけでは不可能である。この研究を発展さ

せるためには、第 1に、アジア諸言語、MA諸 言語の研究者が、共同して国際的にまた学際的に研究

を推し進められるような、世界的学術交流環境を形成していく必要がある。また、このMA研 究を共有し、

情報交換をしていけるような国際的学会が、将来的には必ず必要となってくるであろう。

懸念されるのは、この東アジアやMAの 伝統的諸言語や諸方言が、近年の国際化による経済的発展

と国境を越えた人的交流のために、急速に衰退や消滅の危機に瀕していることである。この領域の 「危機

6 )さ らにもう一つ 「湿地 泥 _上」を表す語米n l t ,米n u tの広い分布が確認できる (日本語

詰 語  (サ ンタール語nut <`dalk'>『 Mundcall―English DictionttF』、 後 日】」稿)

後の研究が必要であろう。

中国語 ア イヌ語、ムンズ

ぅ注 3の [na g , d a g ]も含めて今
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言語」の記録保存と研究は、この東洋の言語史研究にとっても緊要な課題である。そのためにもなおさ

ら、
`モンスーン ア ジア言語文化学会

'の
ような、国際的交流学会の必要性を感じているものである。

今後のアジア 環 太平洋諸言語、MA諸 言語の研究の進展によって、 日 本語と韓国語 朝 鮮語との

間の言語学的位置づけは、より客観的方法によって極めて厳密に相対化させた、新たな解釈が可能に

なってくると考える。
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